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論文内容の要旨
ヨーロッパ原子核研究所におけるCHORUS実験で， ミューオンニュートリノ・核デ散乱による，チャーム
クオーク生j氏の研究を行った。
ミューオンニュートリノ・核子散乱でチャームクオークが生成されるには，入射ニュートリノのエネルギ
ーが，チャームクオーク牛ー成のしきい値以 kでなければ江らないυ このしきい値は，チャームクオークの
質素で決定される。チャームクオークの質量が重ければ，このしきい値が高くなるc 言い替えると，この
しきい値付近のチャームク オーク生成断而績を測定すると，チャームクオークの質量を測定することが出
来るc
過去の測定は，二ュートリノビームのエネルギーが高 く， しきい柿付近のチャームクオーク生成断而横の
測定に過していないのに対して， CHORUS実験で使用されるニュートリノビームのエネルギーは， 50GeV 
以下の領域でビーム強度が強く， しきい柄付近でのチャームクオーク生成断面積を測定するのに適してい
る。
CHORUS実験装置はカロリーメーターと，その後ろのミューオンスペクトロメーターで構成されており， ー
ュートリノビームの標的として，カロリーメーターを用いたu
チャームクオーク生成の候補として，三本のtt1尚の異なるミューオンが生成された事象. 5792事象を解析
した。ミューオンニュー卜リノと，カロリーメーターを構成する核子との深部非弾性散乱によって生成さ
れた.負電荷ミューオンと，深部非弾性散乱によって生成された，チャーム粒了ーの崩壊で出て米る正電荷
ミューオンの運動景は， ミューオンスペクトロメーターで測定し深部非弾性散乱によって生成されたハ
ドロンのエネルギーは，カロリーメーターで測定したコ入射ニュートリノのエネルギーを，これら全ての
和と仮定して.チャームクオーク牛.成頻度を入射ニュートリ/のエネルギーの関数として測定しモンテ
カル口シミュレーションと比較したりその結果.しきい値付近でのチャームクオーク生成の観測により，
チャームクオークの核ヂ巾での質量置として1.52:!: O. 38GeV!どを得たのまた，この結果と.以前の実験の結
民を統合することにより.現在，素粒チ反応を非常に精度良く記述している標準模型の中のパラメーター
の J つの，ワインバーグアングルを，より精度良く決定することができる実験が可能になった。
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論文審査の結果の要旨
ふ;論文は，ヨーロッパ原子核研究所 (CERN)において遂行されたCHORUS実験のうち， ミューオンニュー
トリノ・核子深部非弾性散乱によるチャームクオーク生成の研究についてまとめたものである。
ミューオンユュート 1)ノ・核子深部非弾性散乱においてチャームクオークが牛成されるためには， ミュ
ーオンニュートリノの入射エネルギーがチャームクオークの質量で決まるしきい値以上でなければならな
い。この性質を利用し， しいき値付近でのチャームクオーク生成断面積のエネルギー依存性を測定するこ
とにより，チャームクオークの質量を測定できるお
過去に行なわれた測定では，ニュートリノの入射エネルギーの高い成分が多く. しきい値付近でのチャ
ームクオーク生成断面積測定には適していなし、 CllORUS実験で使用されたニュートリノの入射エネルギー
は，50GeV以下の領域で高い強度を持ち，しきい値付近でのチャームクオーク生成断面積測定に適している。
本論文のまとめに剥用したCHORUS実験の護置は.下流部に位置するカロリーメーターとこれに連なるミ
ューオンスペクトロメーターであり.また，カロリーメーターは標的としても機能する。これらの装置を
聞いた結果，互いに異なる電荷を持つ2つのミューオンが付随するチャームクオーク生成反応の候補，
訂92事象を得た。これらの反応はカロリーメータ-'11でのミューオンニュートリノ・核子探部非弾性散乱
であり，ニュートリノの入射エネルギーおよび乙の反応に付随する 2個のミューオンの運動量の測定と同
定はそれぞれカロリーメーター. ミュ一オンスペクトロメーターにより行なわれた。
この後，パックグラウンドの検討と差し引きを行い，チャームクオーク生成断面積のしきい値付近での
エネルギー依存性について.データとモンテカルロシミュレーシヲンを詳細に比較することにより.日月舵
なしきい値効果から，核子内のチャームクオークの質量として1.52:tO. 38GcV/cυを得た。
さらに.実験に使用されたエネルギー領域の輿なる，この解trの結果と以前の実験の結果を融合するこ
とにより，標準摂型で重安なパラメーターであるワインパーグアングルがより精度良く求まることを示唆
した。
以上のように，木論文に示された， ミューオンニュートリノ・核子深部非弾性散乱データを用いたしき
い値効果による紘下内のチャームクオークの質量の測定結巣および標準，模型で重要なワインパーグアング
ルについての示唆は商工ネルギ一物理乍に新しい知見を守えるものであり，本論文の著者に博上(理学〉
の学校を授与するに値すると審査した。
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